
暮
ら
し

新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費

の
入
学
前
支
給

経
済
的
な
理
由
で
就
学
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
児
童
・
生
徒
の
保

護
者
に
、
子
ど
も
の
学
用
品
費
の

一
部
や
給
食
費
な
ど
を
援
助
し
て

い
ま
す（
所
得
制
限
あ
り
）。
就
学

援
助
費
の
う
ち
、
新
入
学
児
童
生

徒
学
用
品
費
だ
け
入
学
前（
２
月

末
頃
）に
支
給
を
し
て
い
ま
す
。

●
新
小
学
１
年
生

�
令
和
２
年

２
月
１
日
㈯
現
在
、
市
内
に
在
住

で
、
令
和
２
年
４
月
に
市
内
の
市

立
小
学
校
に
入
学
予
定
の
子
ど
も

の
保
護
者
の
う
ち
、
学
用
品
費
の

支
払
い
が
困
難
な
人
【
必
要
書

類
】保
護
者
名
義
の
振
込
口
座
の

分
か
る
物
、
賃
貸
住
宅
に
住
ん
で

い
る
場
合
は
賃
貸
借
契
約
書
の
写

し
、
平
成
３１
年
１
月
２
日
以
降
に

上
尾
市
に
転
入
し
た
保
護
者
は
令

和
元
年
度（
平
成
３１
年
度
）所
得
証

明
書
な
ど

�
１１
月
１
日
㈮
〜
令

和
２
年
１
月
１０
日
㈮（
㈯
㈰
㈷
、年

末
年
始
を
除
く
）に
申
請
書（
各
市

立
小
学
校
、
学
務
課
に
あ
る
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
え
て
直
接
、
入
学

予
定
の
小
学
校
ま
た
は
学
務
課
へ

●
新
中
学
１
年
生

�
令
和
２
年

２
月
１
日
現
在
、市
内
に
在
住
で
、

令
和
元
年
度（
平
成
３１
年
度
）就
学

援
助
費
の
支
給
認
定
者
の
う
ち
、

令
和
２
年
４
月
に
市
内
の
市
立
ま

た
は
国
・
県
立
中
学
校
に
入
学
予

定
の
子
ど
も
の
保
護
者

※
認
定

者
に
は
自
動
的
に
支
給
し
ま
す
。

現
在
認
定
で
は
な
い
人
で
入
学
前

に
支
給
希
望
の
人
は
、
令
和
２
年

１
月
１０
日
ま
で
に
令
和
元
年
度

（
平
成
３１
年
度
）就
学
援
助
費
を
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
�
学
務
課

�
７７５
―

９
６
０
４
・
�
７７５
―

５
６
３

３市
民
体
育
館
の
臨
時
休
館

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
１２
月

９
日
㈪
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。
�

市
民
体
育
館
�
７８１
―

８
１
１
１
・

�
７８１
―

８
１
１
３

文
化
セ
ン
タ
ー
・

上
尾
公
民
館
の

臨
時
休
館
、
移
動
執
務

館
内
消
毒
と
設
備
点
検
の
た

め
、
１１
月
１１
日
㈪
・
１２
日
㈫
は
臨

時
休
館
し
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、

上
尾
公
民
館
は
議
会
棟
４
階
理
事

者
控
室（
�
７７５
―

５
１
１
１
、
内
線

３７５
）で
移
動
執
務
を
し
ま
す
。
�

文
化
セ
ン
タ
ー
�
７７４
―
２
９
５
１
・

�
７７４
―

２
９
５
５
、
上
尾
公
民
館

�
７７５
―

０
１
８
５
・
�
７７６
―

７
３
６

６イ
コ
ス
上
尾
の
臨
時
休
館

館
内
消
毒
の
た
め
、
１１
月
１２
日

㈫
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。
�
イ

コ
ス
上
尾
�
７７２
―

１
６
１
１
・
�

７７２
―

１
６
１
４

障
が
い
者
無
料
法
律
相
談

１１０
番

「
知
的
障
害
に
つ
け
こ
ま
れ
て
、

お
金
を
だ
ま
し
と
ら
れ
た
」「
病
院

や
施
設
の
手
続
き
の
た
め
、
成
年

後
見
制
度
を
利
用
し
た
い
」「
支

援
を
し
て
い
る
障
害
者
が
、
相
続

の
こ
と
で
困
っ
て
い
る
」な
ど
の

悩
み
が
あ
る
人
を
対
象
に
、
弁
護

士
が
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。
�
１２
月
９
日

㈪
１０
〜
１６
時

�
障
害
の
あ
る
人

と
家
族
、福
祉
関
係
者
な
ど
【
相

談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
】�
８３７
―

１
０
２

２
・
�
８３７
―

１
０
０
５

�
埼
玉

弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
�

７１０
―

５
６
６
６
・
�
８３７
―

２
８
９
８
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行
政
書
士
の
成
年
後
見

セ
ミ
ナ
ー
、
無
料
相
談
会

�
１１
月
９
日
㈯
１３
時
３０
分
〜
１６
時

３０
分

�
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

�
終
活
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ

ノ
ー
ト
に
つ
い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
と

無
料
相
談
会（
終
活
全
般
と
成
年

後
見
・
相
続
・
遺
言
に
つ
い
て
）

※
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
を
差
し

上
げ
ま
す
。
�
コ
ス
モ
ス
成
年

後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
埼
玉
県

支
部
の
小
杉
�
７８１
―

７
５
０
８

夕
暮
れ
時
の
早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
、
夕

暮
れ
時
の
１６
〜
１８
時
に
交
通
事
故

が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
薄
暗
い
中
で
は
歩
行
者
が

風
景
に
溶
け
込
み
、
車
両
か
ら
見

え
に
く
く
な
り
ま
す
。
事
故
を
防

ぐ
た
め
に
も
、
１６
時
か
ら
は
自
動

車
・
自
転
車
な
ど
の
ラ
イ
ト
を
点

灯
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

歩
行
者
は
、
明
る
い
色
の
服
装
や

反
射
材
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
自

分
の
存
在
を
相
手
に
認
識
し
や
す

く
す
る
こ
と
で
、
交
通
事
故
を
防

止
し
、
自
己
防
衛
に
つ
な
が
り
ま

す
。
�
交
通
防
犯
課
�
７７５
―

５
１

３
８
・
�
７７５
―

９
９
２
７

増減
１．９６㌫増
１．２ ㌫増

平成３０年度
５０，１９４．６０㌧

５３．７㌫

平成２９年度
４９，２２７．４５㌧

５２．５㌫
ごみ収集量
紙布類含有割合

��� 雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑雑がががががががががががみみみみみみみみみみみののののののののののの分分分分分分分分分分分別別別別別別別別別別別にににににににににににごごごごごごごごごごご協協協協協協協協協協協力力力力力力力力力力力ををををををををををを ���
環境政策課 �７７５―６９２５・�７７５―９８７２

西貝塚環境センター �７８１―９１４１・�７８１―９１６６
市の可燃ごみの約５０㌫は紙布類です。その中には、大切な資源「雑がみ」が含ま

れています。皆さんのご協力により少しずつ可燃ごみは減ってきていますが、紙
布類の含有割合は増加傾向にあります。雑がみの分別にご協力ください。
【ごみ収集実績】

●「雑がみ」とは 新聞、雑誌、段ボール、紙パック以外の資源化
可能な紙類のことです。雑がみとして出せる物／食品や菓子の紙箱、封筒、はが
き（圧着はがきは除く）、ティッシュペーパーの箱（取り出し口のビニールは除く）
など 雑がみとして出せない物（可燃ごみ）／食べ物・油などで汚れた紙、金・銀
紙、ウエットティッシュ、写真・レシートやファクスなどの感熱紙など
●「雑がみ」の出し方 紙袋に保管しておき、紙ひも（ビニールひもでも可）などで
十文字にしばります。「新聞・段ボール・雑がみ・古布」の収集日または地域のリ
サイクル日に出しましょう。

◇国民健康保険税……………………第5期
◇介 護 保 険 料……………………第5期
◇後期高齢者医療保険料……………第5期
◇し尿汲取手数料…第4期（８～９月使用分）
便利で確実な口座振替をご利用ください。

納税課 �７７５―５１３５

次回の税などの納付期限
12月2日㈪
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経済産業大臣認定の相談所
会員数7万人以上結 婚

埼玉県結婚相談 蘭

動物健康応援団動物健康応援団

埼
玉
県
最
低
賃
金
の
改
正

１０
月
１
日
か
ら
埼
玉
県
最
低
賃

金
が
、
１
時
間
当
た
り
９２６
円
に
改

正
さ
れ
ま
し
た
。
埼
玉
県
最
低
賃

金
は
、
賃
金
の
最
低
限
度
を
定
め

る
も
の
で
、
年
齢
や
雇
用
形
態
に

関
係
な
く
、
パ
ー
ト
や
学
生
ア
ル

バ
イ
ト
を
含
め
、
県
内
の
事
業
場

で
働
く
全
て
の
労
働
者
に
適
用
さ

れ
ま
す
。
※
一
部
の
産
業
に
は
、

特
定（
産
業
別
）最
低
賃
金
が
定
め

ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

�
埼
玉
労
働
局
賃
金
室
�
６００
―

６

２
０
５

県
民
手
帳
の
販
売

�
１２
月
１３
日
㈮
ま
で（
各
支
所
・

出
張
所
は
１１
月
２９
日
㈮
ま
で
）
�

市
役
所
１
階
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、

各
支
所
・
出
張
所
【
価
格
】５５０
円

※
売
り
切
れ
次
第
終
了
で
す
。
�

総
務
課
�
７７５
―

４
９
８
９
・
�
７７５
―

９
８
１
９

国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
を
郵
送

国
民
年
金
保
険
料
納
付
済
額

は
、
確
定
申
告
や
市
・
県
民
税
の

申
告
で
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
は
、
平
成
３１
年
１
月

１
日
〜
令
和
元
年
９
月
３０
日
に
納

付
し
た
人
に
は
１１
月
上
旬
、
１０
月

１
日
〜
１２
月
３１
日
㈫
に
初
め
て
納

付
し
た
人
に
は
令
和
２
年
２
月
上

旬
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送

さ
れ
ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申

告
時
に
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

記
載
さ
れ
て
い
る
月
以
外
の
保

険
料
を
１２
月
３１
日
ま
で
に
納
付
し

た
場
合
は
、「
領
収
証
書
」を
添
え

て
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
被
扶
養

者
の
分
も
合
算
し
て
申
告
で
き
ま

す
。
国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明

書
が
届
か
な
い
場
合
や
内
容
の
確

認
は
、
大
宮
年
金
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
�
保
険

年
金
課
�
７７５
―

５
１
３
７
・
�
７７５
―

９
８
２
７
、
大
宮
年
金
事
務
所
�

６５２
―

３
３
９
９
・
�
６５２
―

４
７
０
０

飼
い
主
の
い
な
い
猫
の

不
妊
・
去
勢
手
術

飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
市
と
市
内
の
協
力
獣

医
師
で
協
定
を
締
結
し
、
飼
い
主

の
い
な
い
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術

を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
手

術
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、
次
の

①
〜
④
の
全
て
に
該
当
す
る
場
合

で
す
。
①
市
内
に
生
息
し
て
い
る

飼
い
主
の
い
な
い
猫
で
あ
る
こ
と

を
、
第
三
者
か
ら
確
認
が
取
れ
る

②
申
請
者
が
市
内
に
住
所
を
有
し

て
い
る
③
手
術
後
は
終
生
飼
養
で

き
る
者
に
引
き
渡
す
か
、
元
の
場

所
で
餌
や
り
な
ど
を
継
続
す
る
場

合
は
、
近
隣
に
迷
惑
が
か
か
ら
な

猫の不妊・去勢手術猫の不妊・去勢手術猫の不妊・去勢手術
生活環境課 �７７５―６９４０・�７７５―９８７２

猫を飼う際に早めに考えておきたいのが不妊や去勢の手術で
す。全身麻酔下において、多くの場合メスに行う不妊手術は卵
巣と子宮を切除します。オスに行う去勢手術は精巣を切除しま
す。手術を受ける時期は、初めての発情期を迎える前、生後６
カ月ぐらいが理想といわれています。
猫にとって手術はさまざまなメリットが期待できます。交尾

ができないことによる大きなストレスがなくなり、望まない妊
娠を防ぐことができます。卵巣や子宮の病気や性行為による感
染症の予防にもなります。また、猫の乳腺腫瘍はほぼ悪性です
が、初回の発情の前に不妊手術を受けることにより、かなりの
確率で乳腺腫瘍の発生を減らすことができます。オスでは、精
巣の病気やマーキングの予防、発情期に家を抜け出すことで起
こる交通事故の防止や他のオス猫とのけんかを防ぐこともでき
ます。
一方、デメリットとしては、手術を受けた後は食欲が増進し、

基礎代謝量が減るので太る傾向があります。しかし、これは食
事をコントロールし、運動不足を解消してあげることにより防
ぐことができます。また、去勢手術により膀胱炎などの尿路疾
患のリスクが増えるといわれていましたが、現在では、その関
連性や原因となる可能性はほとんど否定されています。
不幸な猫たちを増やさないために、市では平成２８年から飼い

主のいない猫たちを対象に不妊・去勢手術を無償で行っていま
す。ことしの９月までに、３０７頭の手術を行いました。手術を受
けるには、市に申請が必要になりますので、詳しくは生活環境
課に問い合わせてください。 ～上尾伊奈獣医師協会～
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昨年の消費者被害防止キャンペーン

い
よ
う
に
で
き
る
④
現
地
調
査
・

猫
の
受
け
渡
し
が
平
日
に
で
き
る

※
詳
し
く
は
生
活
環
境
課
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
�
生
活

環
境
課
�
７７５
―

６
９
４
０
・
�
７７５
―

９
８
７
２

１１
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」

■
い
い１１

月み
ら
い３０

日
は「
年
金
の
日
」

年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給

見
込
み
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ

ん
か
。
日
本
年
金
機
構
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
る「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ

ト
」を
利
用
す
る
と
、
自
分
の
年

金
記
録
を
確
認
で
き
る
他
、
将
来

の
年
金
受
給
見
込
み
額
を
試
算
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。詳
し
く
は
、

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
�https

://w
w
w
.nenkin.g

o.jp/n_net/

）を
ご
覧
い
た
だ

く
か
、
大
宮
年
金
事
務
所
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
あ
げ
お
産
業
祭
で
年
金
相
談
を

大
宮
年
金
事
務
所
と
共
催
で
年

金
相
談
の
窓
口
を
出
展
し
ま
す
。

�
１１
月
９
日
㈯
１０
〜
１５
時

�
市

民
体
育
館
内
の
保
険
年
金
課
出
展

ブ
ー
ス

�
次
の
①
②
を
用
意
①

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
物
②
本

人
確
認
が
で
き
る
物

※
②
は
写

真
付
き
で
あ
れ
ば
１
点
、
写
真
付

き
で
な
い
場
合
は
２
点（
健
康
保

険
証
と
年
金
手
帳
な
ど
）が
必
要

で
す
。
�
保
険
年
金
課
�
７７５
―

５

１
３
７
・
�
７７５
―

９
８
２
７
、
大

宮
年
金
事
務
所
�
６５２
―
３
３
９
９
・

�
６５２
―

４
７
０
０

上
下
水
道
料
金
の
減
免
を

受
け
て
い
る
人
は

更
新
の
手
続
き
を

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

て
、
上
下
水
道
料
金
の
減
免
を
受

け
て
い
る
人
は
、
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。手
続
き
を
し
な
い
と
、

減
免
を
継
続
で
き
ま
せ
ん
。
対
象

者
に
は
事
前
に
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
。
�
申
請
書
、
児
童
扶
養

手
当
証
書
の
写
し（
有
効
期
限
が

切
れ
て
い
な
い
物
）を
用
意
し
て
、

１１
月
１１
日
㈪
〜
１２
月
１３
日
㈮（
㈯

㈰
㈷
を
除
く
）に
直
接
、
業
務
課

か
各
支
所
・
出
張
所
へ
、
ま
た
は

郵
送
で
業
務
課（
〒
３６２
―

０
０
１
３

上
尾
村
１
１
５
７
）へ

�
業
務

課
�
７７５
―

５
１
６
１
・
�
７７５
―

９
０

４
１歳

末
た
す
け
あ
い
募
金

配
分
申
請

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
〝
み

ん
な
で
支
え
あ
う
、
あ
た
た
か
い

地
域
づ
く
り
〞
を
目
的
と
し
た
、

支
援
を
必
要
と
す
る
人
た
ち
に
配

分
さ
れ
る
募
金
で
す
。
歳
末
援
護

金
な
ど
の
配
分
を
希
望
す
る
人
・

団
体
は
、
次
の
と
お
り
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

●
歳
末
商
品
券

	
次
の
①
②
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
①
１０
月

１
日
現
在
、
介
護
保
険
認
定
要
介

護
３
〜
５
で
在
宅
で
生
活
を
し
て

い
る（
施
設
入
所
・
長
期
入
院
の

人
を
除
く
）②
特
別
障
害
者
手
当

ま
た
は
障
害
児
福
祉
手
当
を
受
給

し
、
常
時
車
い
す
を
使
用
し
て
い

る

�
介
護
保
険
被
保
険
者
証
ま

た
は
障
害
者
手
帳
の
写
し（
介
護

度
ま
た
は
障
害
等
級
が
明
記
し
て

あ
る
ペ
ー
ジ
）に
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
１１
月
５
日
㈫
ま
で（
必

着
）に
直
接
ま
た
は
郵
送
で
社
会

福
祉
協
議
会（
〒
３６２
―

０
０
１
１
平

塚
７２４
）へ

●
援
護
金

	
所
得
が
生
活
保
護

基
準
の
1.5
倍
以
内
程
度
の
世
帯

（
生
活
保
護
受
給
世
帯
を
除
く
）

�
申
請
書（
各
支
所
・
出
張
所
に

あ
る
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、直

近
の
収
入
を
証
明
す
る
給
与
明
細

書
な
ど（
３
カ
月
分
）の
写
し
を
添

え
て
、
１１
月
５
日
ま
で
に
直
接
、

担
当
の
民
生
委
員
へ

●
福
祉
団
体
・
福
祉
施
設
活
動
費

	
１０
月
〜
令
和
２
年
３
月
に
、
地

域
住
民
の
参
加
に
よ
る
福
祉
活
動

の
促
進
や
交
流
な
ど
の
た
め
、
歳

末
福
祉
事
業
を
計
画
し
て
い
る
市

内
の
福
祉
団
体
・
福
祉
施
設

�

申
請
書（
社
会
福
祉
協
議
会
に
あ

る
。
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〈
�htt

p
://w

w
w
.ageo ―shakyo.o

r.jp/

〉か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

１１
月
５
日
ま
で（
必
着
）に
直
接
ま

た
は
郵
送
で
社
会
福
祉
協
議
会
へ

�
社
会
福
祉
協
議
会
�
７７３
―

７
１

５
５
・
�
７７２
―

８
６
４
７

消
費
者
被
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

消
費
者
被
害
を
未
然
に
防
止
す

る
た
め
、
市
消
費
者
団
体
連
絡

会
・
市
消
費
者
被
害
防
止
サ
ポ
ー

タ
ー
の
会
・
県
・
県
警
察
な
ど
と

協
力
し
て
、
消
費
者
被
害
防
止

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

�
１１
月
５
日
㈫
１６
時
〜

�
Ｊ
Ｒ

上
尾
駅
自
由
通
路
と
東
・
西
口
ペ

デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ
キ



消
費

者
被
害
防
止
を
呼
び
掛
け
、
啓
発

チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布

�
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
�
７７５
―

０
８
０
０
・

�
７７６
―

４
６
０
０

住
宅
へ
の
侵
入
窃
盗
に

ご
注
意
を

上
尾
警
察
署
管
内
で
は
、
住
宅

へ
の
侵
入
窃
盗
被
害（
空
き
巣
、忍

び
込
み
な
ど
）が
、
前
年
よ
り
増

加
し
て
い
ま
す
。
犯
人
は
、
鍵
の

か
か
っ
て
い
な
い
窓
や
玄
関
か
ら

侵
入
し
た
り
、
窓
ガ
ラ
ス
を
割
っ

て
鍵
を
開
け
て
侵
入
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
次

の
よ
う
な
対
策
を
心
掛
け
、
大
切

な
財
産
を
守
り
ま
し
ょ
う
。
玄

関
や
窓
に
補
助
錠
を
付
け
る
／
防

犯
フ
ィ
ル
ム
を
付
け
る
／
就
寝
時

や
短
時
間
の
外
出
で
も
施
錠
す
る

な
ど

�
上
尾
警
察
署
�
・
�

７７３
―

０
１
１
０
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個
人
事
業
者
の
た
め
の

決
算
と
消
費
税
軽
減
税
率

制
度
説
明
会

①
青
色
決
算
と
消
費
税
軽
減
税
率

制
度
説
明
会

�
１２
月
２
日
㈪

１０
〜
１２
時
・
１３
時
３０
分
〜
１５
時
３０

分

�
文
化
セ
ン
タ
ー

②
白
色

決
算
と
消
費
税
軽
減
税
率
制
度
説

明
会

�
１２
月
９
日
㈪
９
時
３０

分
〜
１１
時
３０
分

�
上
尾
税
務
署

（
西
門
前
５７７
）
【
①
②
共
通
】
�

個
人
事
業
者

�
上
尾
税
務
署
個

人
課
税
部
門
�
７７０
―

１
８
０
０（
自

動
音
声
案
内
に
従
い「
２
」を
選

択
）税

に
関
す
る
説
明
会

①
年
末
調
整
説
明
会

�
１１
月
２１

日
㈭
１３
時
１０
分
〜
１５
時
１０
分

�

法
人
、
個
人
事
業
主

②
消
費
税

軽
減
税
率
制
度
説
明
会

�
１１
月

２１
日
１５
時
２０
分
〜
１５
時
５０
分

�

事
業
主
【
①
②
共
通
】
�
文
化

セ
ン
タ
ー

�
上
尾
税
務
署
法
人

課
税
第
一
部
門
�
７７０
―

１
８
１
３

税
を
考
え
る
週
間

国
税
庁
で
は
、
租
税
の
意
義
や

役
割
、
税
務
行
政
に
対
す
る
知
識

と
理
解
を
深
め
る
た
め
、
１
年
を

通
じ
て
租
税
に
関
す
る
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
毎
年

１１
月
１１
〜
１７
日
は「
税
を
考
え
る

週
間
」と
し
て
、
集
中
的
に
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ

と
し
の
テ
ー
マ
は
、「
く
ら
し
を

支
え
る
税
」で
す
。
税
に
関
す
る

情
報
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
�http

://w
w
w
.nta.go.j

p

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�
上
尾

税
務
署
総
務
課
�
７７０
―

１
８
０
０

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度

建
設
業
退
職
金
共
済
制
度
と

は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
に

基
づ
き
、
建
設
現
場
労
働
者
の
福

祉
の
増
進
と
建
設
業
を
営
む
中
小

企
業
の
振
興
を
目
的
と
し
て
設
立

さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。
�

加
入
で
き
る
事
業
主
／
建
設
業
を

営
む
人
、
対
象
と
な
る
労
働
者
／

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

�
日

額
３１０
円

�
建
設
業
退
職
金
共
済

埼
玉
県
支
部
�
８６１
―

５
１
１
１

シ
ニ
ア
の
た
め
の

合
同
企
業
面
接
会

�
１１
月
２７
日
㈬
１２
時
３０
分
〜
１６
時

（
受
け
付
け
／
１２
時
〜
）
�
文
化

セ
ン
タ
ー
【
参
加
企
業
】１０
社（
県

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〈
�https

://ca
reercenter-branch.com

〉に

掲
載
）
※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
し
て
の
相
談
ブ
ー
ス
も
設
置

し
ま
す
。
�
お
お
む
ね
６０
歳
以

上
の
人

�
５０
人（
先
着
順
）
�

電
話
で
県
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
セ

ン
タ
ー
へ

�
県
セ
カ
ン
ド
キ
ャ

リ
ア
セ
ン
タ
ー
�
７８０
―

２
０
３
４

（
平
日
９
〜
１７
時
）

荒
川
緑
肥
の
無
償
配
布

�
令
和
２
年
１
月
２７
日
㈪
〜
２
月

８
日
㈯（
２
月
２
日
㈰
を
除
く
）

	
河
川
の
堤
防
の
刈
り
草
か
ら

作
っ
た
堆
肥
の
配
布

�
往
復
は

が
き
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

１２
月
１３
日
㈮
ま
で（
当
日
消
印
有

効
）に
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
荒

川
緑
肥
事
務
局（
〒
３５０
―

１
１
２
４

川
越
市
新
宿
町
３
―

１２
）へ

※
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
全
員
に
配

布
す
る
た
め
、
数
量
を
調
整
し
ま

す
。
※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
荒
川
上
流
河
川
事
務
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
�http

://w
w
w
.ktr.m

lit.go.jp
/arajo

/

）

ま
た
は
応
募
要
領（
河
川
課
に
あ

る
）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�
荒
川

上
流
河
川
事
務
所
荒
川
緑
肥
事
務

局
�
０４９
―

２４６
―

１
０
３
１

「ひとつずつ いいね！で確認 火の用心」を統一標
語に、秋季全国火災予防運動が実施されます。
この運動は、火災予防の意識を持つことにより、高

齢者などの死者の減少と財産の損失の防止を図ること
を目的に実施しています。期間中は、防災行政無線や
消防車両による広報活動を実施します。【重点目標】
①住宅防火対策の推進（住宅用火災警報器〈住警器〉の
設置促進、たばこ火災防止キャンペーン）②乾燥・強
風時火災発生防止対策の推進③放火火災・連続放火火
災防止対策の推進④特定防火対象物などにおける防火
安全対策の徹底⑤製品火災の発生防止に向けた取り組
みの推進⑥多くの人が集まる催しに対する火災予防指
導などの徹底
■住警器の設置促進の取り組み
①防火訪問 �１１月９日㈯～１５日㈮９時～１６時３０分 	
市消防職員が直接訪問し、玄関先で住警器の必要性な
どを説明 ※希望者には、住宅内を見ながら火災予防

のアドバイスを行う「住宅防火診断」も行います。 �
市内の戸建て住宅 ※期間中、できるだけ多くの住宅
を訪問する予定ですが、市内全ての住宅には訪問でき
ません。
②住警器取り付けサポートの実施 �㈯㈰㈷を除く毎
日９時～１６時３０分 	「住警器を購入したが、取り付け
方が分からない」という市内の家庭を市消防職員が訪
問し、電池式の住警器の取り付け作業を行う ※住警
器は事前に購入してください。 �㈪～㈮（㈷を除く）
８時３０分～１７時１５分に、直接または電話で予防課へ ※
住警器が設置されている家庭には、「住警器設置済み
シール」を配布しています。
■悪質な業者に注意
市消防職員が、住警器の販売やあっせんを行うこと

は一切ありません。悪質な訪問販売には十分注意して
ください。

予防課
�７７５―１３１４・�７７５―２２３０１１月９～１５日 秋季全国火災予防運動１１月９～１５日 秋季全国火災予防運動１１月９～１５日 秋季全国火災予防運動
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ス
ポ
ー
ツ
・

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

東
小
学
校
の
校
庭
の

夜
間
照
明
設
備
を
廃
止

老
朽
化
の
た
め
、
東
小
学
校
の

校
庭
の
夜
間
照
明
設
備
を
廃
止
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
１１
月
１
日

㈮
か
ら
利
用
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
�
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
�
７８１
―

８
１
１
２
・
�
７７５
―

６
６
０
８

ミ
ニ
バ
レ
ー
大
会

ミ
ニ
バ
レ
ー
は
、
前
衛
２
人
・

後
衛
２
人
で
、
柔
ら
か
い
大
き
め

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
使
っ
て
行

う
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
�

１２
月
１４
日
㈯
９
時
〜

�
市
民
体

育
館

�
①
ス
ポ
ー
ツ
協
会
支
部

の
部
②
一
般
の
部

�
市
内
に
在

住
・
在
勤
・
在
学
の
小
学
４
年
生

以
上
で
編
成
さ
れ
た
４
〜
７
人
の

チ
ー
ム

�
１
チ
ー
ム
５００
円

�

参
加
費
を
用
意
し
て
、
１１
月
８
日

㈮
ま
で
に
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連

絡
協
議
会
事
務
局
へ

�
ス
ポ
ー

ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会
事
務
局

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
内
）�
７８１
―

８

１
１
２
・
�
７７５
―

６
６
０
８

市
民
球
場
１１
月
の
催
し

２
市
１
町
管
内（
上
尾
市
、
桶
川

市
、
伊
奈
町
）高
等
学
校
硬
式
野

球
大
会

�
１１
月
３
日
㈷
・
４
日

㈷
・
９
日
㈯
・
１０
日
㈰
・
１４
日
㈭

（
予
備
日
１６
日
㈯
）
�
上
平
公

園
管
理
事
務
所
�
７７６
―
８
９
８
６
・

�
７７６
―

３
３
２
２

市
武
術
太
極
拳
連
盟

交
流
大
会

�
１１
月
１６
日
㈯
１２
時
３０
分
〜

�

市
民
体
育
館

�
市
内
１４
サ
ー
ク

ル
の
演
武

�
市
武
術
太
極
拳
連

盟
事
務
局
の
大
山
�
７７７
―

５
６
８

８（
１７
時
以
降
）

親
子
基
礎
体
力
づ
く
り
講
座

〜
親
子
で
楽
し
く
学
ぼ
う
〜

�
１２
月
２１
日
㈯
１３
時
〜
１４
時
４０
分

�
市
民
体
育
館

�
健
康
運
動
指

導
士
や
箱
根
駅
伝
経
験
者
か
ら
、

親
子
で
楽
し
く
体
力
づ
く
り
を
学

び
、
運
動
能
力
を
高
め
る

※
年

３
回
実
施
予
定
の
講
座
の
２
回
目

で
す
。
�
小
学
生
と
保
護
者

�

１
人
１５０
円

	
２５
組
５０
人（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）


上

履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
筆
記

用
具

�
往
復
は
が
き
に
教
室

名
、
住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、

性
別
、
年
齢
、
学
校
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
て
、
１１
月
２４
日
㈰
ま

で（
必
着
）に
市
民
体
育
館（
〒
３６２
―

０
０
４
５
向
山
４
―

３
―

１０
）へ

�
市
民
体
育
館
�
７８１
―

８
１
１

１
・
�
７８１
―

８
１
１
３

募

集

通
学
区
見
直
し
区
域

登
下
校
サ
ポ
ー
タ
ー

【
雇
用
期
間
】勤
務
開
始
日
〜
令
和

２
年
３
月
２６
日
㈭
【
勤
務
日
・

時
間
】㈪
〜
㈮
の
う
ち
週
２
〜
４

日
程
度
・
登
下
校
時
各
１
時
間

【
勤
務
内
容
】通
学
区
を
見
直
し
た

区
域（
川
・
向
山〈
今
泉
小
学
区
〉、

浅
間
台
・
小
泉〈
西
小
学
区
〉）で
、

通
学
班
編
成
が
で
き
な
い
低
学
年

児
童
な
ど
の
登
下
校
を
サ
ポ
ー
ト

【
時
給
】９３０
円（
予
定
）
	
若
干
名

�
申
請
書（
学
務
課
に
あ
る
。
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
１１
月
８
日
㈮
ま
で（
必
着
）に

直
接
ま
た
は
郵
送
で
学
務
課（
〒

３６２
―

８
５
０
１
本
町
３
―

１
―

１
）へ

�
学
務
課
�
７７５
―

９
６
０
４
・
�

７７５
―

５
６
３
３

イ
コ
ス
上
尾

ウ
イ
ン
タ
ー
ラ
イ
ブ
出
演
者

�
令
和
２
年
１
月
１９
日
㈰
１０
時
３０

分
〜
１６
時
３０
分

�
イ
コ
ス
上
尾

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

メ
ン
バ
ー
を
含
む
団
体
ま
た
は
個

人

�
出
演
者
１
人
当
た
り
千
円

	
１３
組（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
）
【
出
演
時
間
】１
組
２５
分

以
内（
準
備
・
後
片
付
け
を
含
む
）

�
申
込
書（
イ
コ
ス
上
尾
、
市
役

所
１
階
総
合
案
内
、
各
支
所
・
出

張
所
・
公
民
館
に
あ
る
。
イ
コ
ス

上
尾
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
１１
月
２２
日
㈮
ま
で（
必

着
）に
直
接
か
郵
送
ま
た
は
フ
ァ

ク
ス
で
イ
コ
ス
上
尾（
〒
３６２
―

０
０

１
１
平
塚
９５１
―

２
）へ

※
１２
月
７

日
㈯
に
代
表
者
会
議
を
行
い
ま

す
。
�
イ
コ
ス
上
尾
�
７７２
―

１
６

１
１
・
�
７７２
―

１
６
１
４

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

職
員

【
試
験
日
時
】１１
〜
１２
月
【
募
集

人
数
】若
干
名
【
試
験
内
容
】書

類
選
考
、
筆
記
試
験
、
面
接

※

詳
し
く
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
�http

:/

/w
w
w
.silver ―brain.com

/s
aitam

a/ageo/

）に
あ
る
募
集

要
項（
１１
月
１
日
㈮
か
ら
掲
載
）を

ご
覧
く
だ
さ
い
。
�
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
�
７７９
―
５
５
２
６
・

�
７７６
―

１
０
７
４

上
尾
看
護
専
門
学
校
学
生

【
試
験
日
】１２
月
７
日
㈯

�
一

般
／
①
高
校
を
卒
業
ま
た
は
令
和

２
年
３
月
に
卒
業
見
込
み
の
人
②

高
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合
格

し
た
人
③
学
校
教
育
法
施
行
規
則

第
１５０
条
第
７
号
の
規
定
に
適
合

し
、
審
査
で
認
め
ら
れ
た
人

社

会
人
／
①
大
学
か
短
期
大
学
を
卒

業
ま
た
は
令
和
２
年
３
月
に
卒
業

見
込
み
の
人
②
高
校
を
卒
業
ま
た

は
高
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
に
合

格
し
、
入
学
時
に
満
２３
歳
に
達
し

て
い
る
人

�
入
学
願
書（
上
尾

看
護
専
門
学
校〈
〒
３６２
―

０
０
２
１

原
市
３
４
９
４
―

４
〉に
あ
る
。
同

校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ〈
�http

://
w
w
w
.ageons.jp/

〉か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
可
）に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
１１
月
１９
日
㈫
〜
２８
日

㈭
に
直
接
ま
た
は
郵
送（
２８
日
必

着
）で
上
尾
看
護
専
門
学
校
へ

�

上
尾
看
護
専
門
学
校
�
７２２
―

１
０

４
３
・
�
７２２
―

１
３
０
２
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県国際交流
協会ホーム
ページ

上
尾
税
務
署

確
定
申
告
期
の
非
常
勤
職
員

【
勤
務
期
間
】令
和
２
年
１
〜
３
月

【
勤
務
時
間
】８
時
４５
分
〜
１７
時
３０

分
の
間
で
、
４
〜
７
時
間

�
上

尾
税
務
署
【
勤
務
内
容
】確
定
申

告
事
務
の
補
助
作
業
／
①
デ
ー
タ

の
入
力
・
書
類
整
理
な
ど
②
申
告

会
場
で
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
補
助
な

ど
【
時
給
】９４０
円
ま
た
は
９８０
円

※
別
途
、
交
通
費
を
支
給
し
ま
す

（
原
則
実
費
相
当
額
・
上
限
あ
り
）。

�
６０
人
【
選
考
方
法
】面
接

※

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
の
実
技
試
験
を

実
施
し
ま
す
。
【
募
集
期
間
】１１

月
か
ら
随
時
受
け
付
け

�
３
カ

月
以
内
に
撮
影
し
た
写
真（
正
面

向
き
上
半
身
）付
き
の
自
筆
に
よ

る
履
歴
書（
市
販
の
様
式
可
）を
直

接
、
上
尾
税
務
署（
西
門
前
５７７
）へ

※
面
接
日
を
決
定
し
ま
す
の
で
、

事
前
に
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
�
上
尾
税
務
署
総
務
課
�

７７０
―

１
８
０
０（
自
動
音
声
案
内
で

「
２
」を
選
択
）

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
習

中
央
高
等
技
術
専
門
校（
戸
崎

９７５
）で
は
、
働
い
て
い
る
人
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
支
援
し
て
い
ま

す
。
�
１２
月
７
日
㈯
・
１４
日
㈯

※
時
間
は
い
ず
れ
も
９
〜
１６
時
で

す
。
�
中
央
高
等
技
術
専
門
校

�
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ（
エ
ク
セ
ル

Ｖ
Ｂ
Ａ
２
構
文
理
解
）
�
働
い

て
い
る
人

�
２
千
円

�
１５
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

�
１１
月
１
日
㈮
〜
１０
日
㈰

※
申

し
込
み
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
中

央
高
等
技
術
専
門
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ（
	http

://w
w
w
.pref.sai

tam
a.lg.jp

/soshiki/b
080

4
）を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
�
県
立

中
央
高
等
技
術
専
門
校
�
７８１
―

３

２
４
１
・


７８１
―

８
９
９
０

外
国
人
案
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

育
成
講
座

県
で
は
、
東
京
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

は
じ
め
と
す
る
国
際
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
、
外
国
人
観
光
客
の
増
加
を

見
据
え
、
街
中
で
外
国
人
の
案
内

を
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
し

ま
す
。
ま
た
、
在
住
外
国
人
の
支

援
や
交
流
な
ど
、
大
会
後
も
日
常

的
に
多
文
化
共
生
社
会
の
担
い
手

と
し
て
活
躍
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。申
し
込
み
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
県
国
際
交
流
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�

県
国
際
交
流
協
会
�
８３３
―

２
９
９

２
・


８３３
―

３
２
９
１

講

座

点
字
講
習
会

視
覚
障
害
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
点
訳
技
術
の
学
習

と
視
覚
障
害
者
へ
の
理
解
を
深
め

ま
す
。
受
講
後
は
、
点
訳
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん

か
。
�
令
和
２
年
１
月
８
日
〜

３
月
１１
日
の
毎
週
㈬
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分（
全
１０
回
）
�
総
合
福

祉
セ
ン
タ
ー

�
市
内
に
在
住
の

満
１８
歳
以
上
で
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
人

�
２
、２
７

０
円

�
１０
人（
先
着
順
）
�
往

復
は
が
き
に
講
座
名
、受
講
動
機
、

住
所
、
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
し
て
、
１２
月
６

日
㈮
ま
で
に
身
体
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー（
〒
３６２
―

０
０
１
１
平
塚
７２４

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）へ

�

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
�

７７６
―

２
２
３
５
・


７７２
―

８
６
４
７

救
命
講
習
会

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

�
１２
月
１４
日
㈯
９
〜
１２
時

�
市

消
防
本
部

�
成
人
に
対
す
る
心

肺
蘇
生
法
、
自
動
体
外
式
除
細
動

器（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）の
使
用
方
法
な
ど

�
市
内
に
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

中
学
生
以
上

�
１５
人（
応
募
者

多
数
の
場
合
は
抽
選
）
�
市
電

子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス（
	htt

ps
://s ―kantan.jp/city―ag

eo ―saitam
a―u/

）か
ら
電
子
申

請
ま
た
は
往
復
は
が
き
に
講
習

日
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
在
勤
の
人
は
勤
務
先

名
、
在
学
の
人
は
学
校
名
を
記
入

し
て
、
１１
月
２５
日
㈪
〜
１２
月
２
日

㈪（
必
着
）に
、
東
消
防
署
管
理
課

（
〒
３６２
―

０
０
１
３
上
尾
村
５３７
）へ

�
東
消
防
署
管
理
課
�
７７５
―

１
３

１
０
・


７７０
―

１
９
０
２

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー

「
乳
幼
児
の
病
気
・
家
庭
内

で
の
事
故
―
知
っ
て
お
き

た
い
こ
と
、
判
断
の
仕
方
」

�
①
１１
月
２０
日
㈬
②
１１
月
２２
日
㈮

※
時
間
は
い
ず
れ
も
１０
時
３０
分
〜

１１
時
３０
分
で
す
。
�
つ
ど
い
の

広
場
あ
そ
ぼ
う
よ（
二
ツ
宮
１
１

５
６
―

３
）
�
乳
幼
児
を
育
て
る

た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
病
気
の

知
識
や
受
診
の
判
断
に
つ
い
て
、

小
児
救
急
看
護
認
定
看
護
師
と
小

児
科
医
師
か
ら
学
ぶ
【
講
師
】①

細
井
千
晴
さ
ん（
県
立
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー
小
児
救
急
看
護
認
定
看

よ
し
ひ
ろ

護
師
）②
黒
沢
祥
浩
さ
ん（
上
尾
中

央
総
合
病
院
小
児
科
医
師
）
�

乳
幼
児
の
保
護
者

�
３０
人（
先

着
順
）
�
１１
月
１
日
㈮
か
ら
保

護
者
・
子
ど
も
の
氏
名
、
子
ど
も

の
年
齢
、
電
話
番
号
を
、
電
話
か

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー
ル
で
つ
ど

い
の
広
場
あ
そ
ぼ
う
よ
へ

�
つ

ど
い
の
広
場
あ
そ
ぼ
う
よ
�
７７８
―

５
１
０
２
・


７７０
―

５
２
７
０
・

�office@
sainoko.net

お
と
な
の
健
康
教
室

フ
レ
イ
ル
予
防

「
は
つ
ら
っ
つ
」

好
き
な
こ
と
を
い
つ
ま
で
も
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
、「
運
動
」「
栄

養
」「
社
会
参
加
」に
よ
る
フ
レ
イ

ル（
高
齢
者
の
筋
力
や
心
身
の
活

力
が
低
下
し
た
状
態
）予
防
を
体

験
し
、
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
学

び
ま
す
。
�
令
和
２
年
１
月
１０

日
〜
３
月
１３
日
の
毎
週
㈮
１０
時
〜

１１
時
３０
分（
全
１０
回
）
�
文
化
セ

26
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ン
タ
ー
【
講
師
】市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
フ
レ
イ
ル
予
防
サ

ポ
ー
タ
ー

�
市
内
に
在
住
の
初

め
て
受
講
す
る
人

�
３０
人（
先

着
順
）
�
タ
オ
ル
、飲
み
物
【
服

装
】動
き
や
す
い
服
装
、
運
動
靴

�
１１
月
１３
日
㈬
９
時
か
ら
電
話
で

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

�

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
�
７７９
―

５
５
２
５
・
�
７７６
―

１
０
７
４

催

し

上
尾
市
民
音
楽
祭

合
唱
祭

�
１１
月
１０
日
㈰
１１
〜
１６
時（
開
場
／

１０
時
３０
分
）
�
文
化
セ
ン
タ
ー

	
市
内
で
活
動
中
の
合
唱
団
や
小

学
生
に
よ
る
歌
の
祭
典
。
２７
団
体

に
よ
る
発
表
と
会
場
参
加
の
全
体

合
唱

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。
�
生
涯
学

習
課
�
７７５
―

９
４
９
６
・
�
７７６
―

２

２
５
０

学
校
紹
介
パ
ネ
ル
展

「
上
尾
市
教
育
月
間
」の
取
り
組

み
の
一
環
と
し
て
、平
方
幼
稚
園
、

小
・
中
学
校
の
教
育
活
動
な
ど
を

パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。
�
１１

月
１１
日
㈪
〜
１９
日
㈫

�
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
１１
月
２０
日

㈬
〜
１２
月
１
日
㈰
に
各
公
民
館
で

も
各
地
区
の
学
校
紹
介
パ
ネ
ル
を

展
示
し
ま
す
。
�
指
導
課
�
７７５
―

９
６
７
２
・
�
７７５
―

５
６
３
３

青
少
年
健
全
育
成

地
域
の
集
い

�
１１
月
２６
日
㈫
１３
時
３０
分
〜
１６
時

１０
分

�
文
化
セ
ン
タ
ー

	
講

演
と
事
例
発
表（
太
平
中
・
南
中

学
校
区
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
、

上
尾
橘
高
校
）
�
指
導
課
�
７７５
―

９
６
７
２
・
�
７７５
―

５
６
３
３

環
境
推
進
協
議
会
の
催
し

サ
ク
ラ
ソ
ウ
ト
ラ
ス
ト
地
の
管
理

作
業
と
自
然
観
察
会

軽
作
業
の

後
、
普
段
の
生
活
で
は
な
か
な
か

見
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
き
物
を

み
ん
な
で
探
し
ま
す
。専
門
家
が
、

生
態
に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
ま

す
。
親
子
で
の
参
加
も
大
歓
迎
で

す
。
�
１２
月
１４
日
㈯
９
時
４０
分

〜
１２
時
４０
分

※
雨
天
時
は
、
１２

月
２１
日
㈯
に
延
期
し
ま
す
。
�

サ
ク
ラ
ソ
ウ
ト
ラ
ス
ト
地（
領
家
）

【
集
合
】養
護
老
人
ホ
ー
ム
恵
和
園

駐
車
場
・
９
時
３０
分
、
ま
た
は
現

地
・
９
時
４０
分

	
１
時
間
程
度

の
軽
作
業
と
自
然
観
察

�
３０
人

（
先
着
順
）
�
軍
手
、
長
靴
、
飲

み
物
、
お
わ
ん
、
箸

※
温
か
い

豚
汁
を
用
意
し
ま
す
。
�
１２
月

１１
日
㈬
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は

メ
ー
ル
で
環
境
政
策
課
へ

�
環

境
政
策
課
�
７７５
―

６
９
２
５
・
�

７７５
―

９
８
７
２
・

s２５１０００＠

ci
ty.ageo.lg.jp

環
境
パ
ネ
ル
展

環
境
の
保
全
と
創
造
に
関
す
る

活
動
を
行
う
団
体
の
取
り
組
み
を

紹
介
し
、
環
境
保
全
や
自
然
保
護

に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
、
環
境
パ
ネ
ル
展
を
行
い

ま
す
。
�
１１
月
９
日
㈯
１１
時
〜

１５
時
３０
分

�
Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
自
由

通
路

�
環
境
政
策
課
�
７７５
―

６

９
２
５
・
�
７７５
―

９
８
７
２

上
尾
市
小
・
中
学
校
音
楽
会

�
１１
月
２０
日
㈬（
受
け
付
け
／
小

学
校
１
部
・
９
時
１０
分
〜
、
小
学

校
２
部
・
１０
時
５５
分
〜
、
中
学
校

の
部
・
１３
時
５０
分
〜
）
�
文
化

セ
ン
タ
ー

	
市
内
３３
校
の
代
表

児
童
・
生
徒
に
よ
る
音
楽
会

※

入
場
は
小
学
校
１
・
２
部
、
中
学

校
の
部
で
入
れ
替
え
制
で
す
。
詳

し
く
は
、
各
学
校
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。
�
指
導
課
�
７７５
―

９
６
７
２
・
�
７７５
―

５
６
３
３

Ａ
Ｇ
Ａ
韓
国
料
理
教
室

チ
ェ

韓
国
出
身
の
崔
さ
ん
に
韓
国
料

理
の
定
番
、
ビ
ビ
ン
バ
、
キ
ム
チ
、

わ
か
め
ス
ー
プ
の
作
り
方
を
教
わ

り
、
一
緒
に
作
り
ま
す
。
�
１１

月
１６
日
㈯
１０
時
〜
１３
時
３０
分

�

上
尾
公
民
館

�
会
員
／
１
、４

０
０
円
、
非
会
員
／
１
、７
０
０

円

�
２０
人（
先
着
順
）
�
１１
月

８
日
㈮
ま
で
に
催
し
名
、
氏
名
、

連
絡
先
を
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
メ
ー

ル
で
Ａ
Ｇ
Ａ
事
務
局
へ

�
Ａ
Ｇ

Ａ
事
務
局
�
７８０
―

２
４
６
８
・
�

７７５
―

０
０
０
７
・

office@

ag
a ―w
orld.com

障
が
い
者
手
づ
く
り
市

�
１１
月
１６
日
㈯
１０
時
３０
分
〜
１９
時

�
Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
自
由
通
路

	
障

害
者
施
設
・
団
体
に
よ
る
パ
ン
・

ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
手
づ
く
り
食
品

や
手
工
芸
品
の
販
売

�
障
害
福

祉
課
�
７７５
―

５
３
１
５
・
�
７７６
―

８

８
７
２

北北北北北北北北北北北足足足足足足足足足足足立立立立立立立立立立立郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡郡市市市市市市市市市市市町町町町町町町町町町町
人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権フフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェェススススススススススステテテテテテテテテテティィィィィィィィィィィバババババババババババルルルルルルルルルルル

人権男女共同参画課 �７７５―５１１７・�７７８―５１１２

多くの人々の交流を促進し、差別や偏見のない、人権が
尊重されるまちづくりを目指して「北足立郡市町人権フェ
スティバル～奏でよう思いやりの心 届けようやさしい気
持ち～」を開催します。 �１１月８日㈮１０時～１５時３０分 �
川口総合文化センター・リリア（川口市川口３―１―１） 	
藪本雅子さんの講演、各市町団体の物産展示・販売、人権
啓発DVD上映、人権啓発パネル展示など

【プロフィル】やぶもと・まさこ
日本テレビに入社し、アナウンサーとしてバ
ラエティー番組を担当。震災や障害者の取材を
機に報道局記者に転向。退社後、人権問題とメ
ディアを研究し、上智大学大学院で博士号を取
得。著書にハンセン病取材をテーマとした『女
子アナ失格』（新潮社）。
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冬
企
画
★
消
し
ゴ
ム
は
ん
こ

で
年
賀
状
を
つ
く
ろ
う

�
１２
月
８
日
㈰
１３
〜
１６
時（
予
定
）

�
青
少
年
セ
ン
タ
ー

�
消
し
ゴ

ム
は
ん
こ
で
年
賀
状
を
作
る

�

市
内
に
在
住
の
小
学
４
〜
６
年
生

�
２００
円

�
２０
人（
応
募
者
多
数

の
場
合
は
抽
選
）
�
彫
刻
刀

	

往
復
は
が
き（
１
家
族
１
枚
）の
表

面
に「
冬
企
画
★
消
し
ゴ
ム
は
ん

こ
で
年
賀
状
を
つ
く
ろ
う
」参
加

希
望
、
裏
面
に
参
加
者
・
保
護
者

の
氏
名（
ふ
り
が
な
）、
参
加
者
の

生
年
月
日
・
学
年
・
性
別
、
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
１１
月
１５
日
㈮

ま
で（
必
着
）に
青
少
年
課（
〒
３６２
―

０
０
３
７
上
町
２
―

１４
―

１９
）へ

※
子
ど
も
だ
け
で
の
参
加
に
な
り

ま
す
。
�
青
少
年
相
談
員
協
議

会
の
比
嘉
�
０９０
―

９
２
０
５
―

４
６

３
４２

０
１
９

あ
げ
お
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

上
尾
の
冬
の
風
物
詩
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る「
あ
げ
お
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
」を
実
施
し
ま
す
。市

内
に
在
住
の
小
学
生
の
親
子
に
よ

る
手
作
り
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
で
、
上
尾
の
冬
を
温
か
く
演
出

し
ま
す
。
�
１１
月
１６
日
㈯
〜
令
和

２
年
１
月
７
日
㈫
１７
時
〜
０
時
４０

分

�
Ｊ
Ｒ
上
尾
駅
東
・
西
口
自

由
通
路
・
ペ
デ
ス
ト
リ
ア
ン
デ
ッ

キ
、
Ｊ
Ｒ
北
上
尾
駅
東
・
西
口
駅

前
広
場

※
１１
月
１６
日
は
Ｊ
Ｒ
上

尾
駅
自
由
通
路
で
１７
時
１０
分
か
ら

消
防
音
楽
隊
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト
、
１７
時
３０
分
か
ら
点
灯
式
を
行

い
ま
す
。
�
市
観
光
協
会
�
７７５
―

５
９
１
７
・


７７５
―

５
０
２
４

キ
ラ
リ�
駅

でde
ほ
っ
と
市
�

�
１１
月
３０
日
㈯
１３
〜
１８
時

�
Ｊ

Ｒ
上
尾
駅
自
由
通
路

�「
あ
げ

お
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
」の
開
催

に
合
わ
せ
、
岩
手
県
陸
前
高
田
市

と
福
島
県
本
宮
市
の
特
産
物
、
市

観
光
協
会
推
奨
土
産
品
な
ど
を
販

売

�
市
観
光
協
会
�
７７５
―

５
９

１
７
・


７７５
―

５
０
２
４

市
い
き
い
き
ク
ラ
ブ

連
合
会
芸
能
大
会

�
１１
月
７
日
㈭
９
時
４５
分
〜
１６
時

（
予
定
）
�
文
化
セ
ン
タ
ー

�

市
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員

に
よ
る
芸
能
公
演

�
い
き
い
き

ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局（
高
齢
介

護
課
内
）�
７７５
―

５
１
２
４
・



７７６
―

８
８
７
２

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

お
楽
し
み
会「
お
話
と
歌
と

ピ
ア
ノ
・
フ
ル
ー
ト
で
贈
る

ク
リ
ス
マ
ス
」

�
１２
月
７
日
㈯
１０
時
〜
１１
時
３０
分

�
上
尾
西
保
育
所

�
歌
と
フ

ル
ー
ト
・
ピ
ア
ノ
演
奏
に
よ
る
ク

リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
と
お
話
な
ど

�
６
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
と
保

護
者

�
５０
組（
先
着
順
）
	
１１

月
８
日
㈮
１３
時
か
ら
電
話
で
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

�
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
�
７７８
―
２
０
０
８
・



７７７
―

５
８
０
４

フ
ァ
ミ
リ
ー
応
援

コ
ン
サ
ー
ト

パ
パ
・
マ
マ
や
感
受
性
豊
か
な

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
生
演
奏

や
読
み
聞
か
せ
を
行
い
ま
す
。
０

歳
か
ら
入
場
で
き
、
家
族
み
ん
な

で
楽
し
め
る
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

�
令
和
２
年
１
月
１１
日
㈯
１４
時
３０

分
〜（
開
場
／
１４
時
）
�
中
村
記

念
講
堂（
柏
座
１
―

１０
―

１０
上
尾
中

央
総
合
病
院
Ｂ
館
エ
リ
ア
１０
階
）

※
ベ
ビ
ー
カ
ー
置
き
場
、
授
乳
・

お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】『
子
犬
の

ワ
ル
ツ
』／
シ
ョ
パ
ン
、『
レ
ッ

ト
・
イ
ッ
ト
・
ゴ
ー
』（
映
画『
ア

ナ
と
雪
の
女
王
』よ
り
）、『
ふ
る

さ
と
』（
日
本
の
う
た
）の
ピ
ア
ノにし

演
奏
と
読
み
聞
か
せ
【
出
演
】西

は
ら
ゆ

り

あ
さ
い
ゆ
う

原
侑
里（
ピ
ア
ニ
ス
ト
）、
浅
井
雄

い
ち一（
俳
優
）
�
１８０
人（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）
	
１１
月
２０

日
㈬
ま
で
に
、
上
尾
中
央
総
合
病

院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
�https

:
//w
w
w
.ach.or.jp/

）か
ら

※

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。
�
上
尾
中
央
総
合
病
院

組
織
管
理
課


７７３
―

１
１
１
１
・



７７３
―

７
１
２
２
、
生
涯
学
習
課

青少年健全育成推進大会

二二二二二二二二二二代代代代代代代代代代 林林林林林林林林林林家家家家家家家家家家木木木木木木木木木木久久久久久久久久久久蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵ささささささささささんんんんんんんんんん講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会
「「「「「「「「「「「「木木木木木木木木木木木木久久久久久久久久久久久久蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵蔵流流流流流流流流流流流流、、、、、、、、、、、、ががががががががががががんんんんんんんんんんんんばばばばばばばばばばばばららららららららららららなななななななななななないいいいいいいいいいいい子子子子子子子子子子子子育育育育育育育育育育育育てててててててててててて」」」」」」」」」」」」

青少年課 �７７６―２４８８・�７７６―２１１７

１１月の「子ども・若者育成支援強調月間」に合わせて、青少年健全育成推進大会を開
催します。青少年の健全育成について一緒に考えてみませんか。 �１１月２３日㈷１３～１６
時 �文化センター �第１部／青少年育成功労賞の表彰など（１３時～） 第２部／①青
少年育成団体実践活動発表（１４時１０分～）②二代 林家木久蔵さんの講演会（１４時４５分
～） ※第２部からの入場もできます。ホワイエでは、「家庭の日」をテーマに小・中学
校の児童・生徒が描いた啓発ポスターを掲示します。 �１，０５０人 ※駐車場に限りが
ありますので、公共交通機関を利用してください。

１９９５年１０月林家木久蔵（初代、現・木久扇）に入門。２００７年９月、真
打ち昇進に伴い、落語界史上初となる「ダブル親子襲名」を行い、二代
林家木久蔵を襲名する。現在は古典落語を中心に演じ、テレビ、落語
会、講演会などと幅広く活躍中。著書に『木久蔵流がんばらない子育
て』（木久扇と共著）。

【プロフィル】はやしや・きくぞう
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よみがえる昭和  日本映画名作劇場

『青い山脈／続・青い山脈』

『真昼の暗黒』 『純愛物語』

『また逢う日まで』
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コミュニティセンター �７７５―０８６６・�７７５―０８６８コミュニティセンター �７７５―０８６６・�７７５―０８６８
昭和に公開された日本映画の名作４本を、２日間にわたり３５㍉フィルムを使

って上映します。近代日本の光と影を情感豊かなリアリズムで描いた今井正
監督の映画です。昭和の名優たちの姿をスクリーンでお楽しみください。 �
令和２年２月７日㈮ 『真昼の暗黒』１０時３０分～（開場／１０時）、『純愛物語』１３時３０
分～（開場／１３時）、２月８日㈯『また逢う日まで』１０時～（開場／９時３０分）、『青
い山脈／続・青い山脈』１３時～（開場／１２時３０分） �コミュニティセンター
【チケット販売】 �１１月２３日㈷９時～ �コミュニティセンター、文化セン
ター、イコス上尾 �各回４９９円（自由席） ※未就学児は入場できません。
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原市公民館 〒３６２-００２１ 原市３４９９ �７２１-４９４８・�７２１-４９４６

年越し手打ちそば教室 初めてでもできる！
厳選した国産そば粉を使用し、コシのある生そば約６人前（９００㌘）
を打って、そばつゆとともに持ち帰る。昼食は、講師の打った
もりそばを試食する

�１２月７日㈯９：００～１４：３０ �市内に在住・在勤・
在学 �１，８００円 �１４人（先着順） �１１月１日㈮
から電話で

大石公民館 〒３６２-００６３ 小泉９-２８-１ �７２６-６６１５・�７２６-６６１６

筆ペン講座
～筆ペンをうまく使って日常生活を楽しもう～
字の大きさや配置などに注意しながら、年賀状の書き方や封筒
などの宛名書きを学ぶ

�１１月２２日～１２月６日の毎週㈮１０：００～１１：３０（全３
回） �市内に在住・在勤・在学 �１５人 �筆
ペン（中字または細字） �１１月１３日㈬までに往復
はがきまたはメール（�s７２３４００＠city.ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

明智光秀の城
～城が語るその知られざる生涯～
城は、織田信長の時代に著しく発展を遂げるが、その発展に明
智光秀が大きく関わっていた。光秀が築いた城を通して、彼の
生涯と信長家臣としての役割について解説

�１２月７日㈯１３：３０～１５：００ �市内に在住・在
勤・在学 �４０人 �１１月２０日㈬までに往復はが
きまたはメール（�s７２３４００＠city.ageo.lg.jp）で

上平公民館 〒３６２-０００８ 上平中央３-３１-５ �７７５-９３０８・�７７０-１１０２

人権講座～拉致問題を考える～
拉致問題について理解を深め、その解決を共に考える

�１１月２５日㈪１０：００～１１：３０ �市内に在住・在勤
�１００人（先着順） �室内履き �１１月１８日㈪ま
でに直接または電話で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………
で

野菜deおもてなし料理
～クリスマスをヘルシーで素敵に演出～
野菜ソムリエプロから地場の冬野菜の魅力を学ぶ。クリスマス
に年代を問わず楽しめる、チキンのバルサミコソース地場野菜
添え・三富新田のさつまいもサラダ・大地の恵みゴボウのポ
タージュを作る

�１２月４日㈬１０：００～１４：３０ �市内に在住・在勤
�１，０００円 �１２人 �１１月１９日㈫までに往復は
がきまたはメール（�s７２３１００＠city.ageo.lg.jp）
で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

セカンドライフセミナー
～人生１００年時代の生活設計～
年金制度を中心に、充実したセカンドライフを送るためのマネー
プランについて学ぶ

�１２月１０日㈫１０：００～１１：３０ �市内に在住・在勤
�２５人 �１１月２８日㈭までに往復はがきまたは
メール（�s７２３１００＠city.ageo.lg.jp）で

大谷公民館 〒３６２-００４４ 大谷本郷９４９-１ �７８１-０８９２・�７８０-１１１３

色彩を学んで健康に！
～心も体も目指すマイナス５歳で若々しく～
色彩の効果や色彩心理を学んで、日々の暮らしに取り入れ、若々
しく健やかに過ごす

�１１月２１・２８日のいずれも㈭１３：３０～１５：００（全２
回） �市内に在住・在勤 �２０人（先着順） �
１１月１日㈮から直接または電話で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

光彩を楽しむ ローズウィンドウ教室
カッターで作る紙のステンドグラスといわれるローズウィンド
ウで、クリスマスツリーの図案に挑戦する

�１１月２６日、１２月３日のいずれも㈫１３：００～１５：００
（全２回） �市内に在住・在勤のローズウィンド
ウ初心者 �２，０００円 �１６人 �はさみ、シャー
プペンシル、スティックのり �１１月１８日㈪まで
に往復はがきまたはメール（�s７２３５００＠city.
ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

筆ペンで自由に描こう！
アートな筆文字講座
習字とは違った自由な表現で、年賀状や季節のメッセージカー
ドを仕上げる

�１２月６・１３日のいずれも㈮１０：００～１１：３０（全２回）
�市内に在住・在勤の筆文字初心者 �１，５００円
�１６人 �１１月２７日㈬までに往復はがきまたは
メール（�s７２３５００＠city.ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

タイの伝統文化 ソープカービング講座
カービングナイフを使って、せっけんを美しく彫刻するソープ
カービングの実習を通じて、タイの文化を学ぶ

�１２月１１・１８日のいずれも㈬１０：００～１２：００（全２
回） �市内に在住・在勤 �２，７００円 �１６人
（先着順） �１１月１日㈮～２２日㈮（㈯㈰㈷を除く
９：００～１７：００）に費用を用意して、直接
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申し込み
方法

上尾公民館 〒３６２-００１７ 二ツ宮７５０（文化センター内） �７７５-０１８５・�７７６-７３６６

日本薬科大学 薬と健康講座
日本薬科大学の講師を招き、薬や健康について正しく理解する
①賢い薬局の活用方法②薬のいらない健康な生き方③自家製お
と そ

屠蘇で新年を迎えましょう～令和の年の新処方お屠蘇～

�１１月２６日㈫１４：００～１５：３０、１２月２日㈪１４：００～
１５：３０、１２月９日㈪１４：００～１６：００（全３回） �１１月２６
日・１２月２日／上尾公民館、１２月９日／日本薬科大
学（伊奈町小室１０２８１） �市内に在住・在勤・在
学 �４０人 �１１月１４日㈭までに往復はがきまた
はメール（�s７２３０００＠city.ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

クリスマス料理で減塩‼
お い

～こんなに美味しい減塩のコツ～
生活習慣病予防のために、ヘルシー＆塩分控えめでもおいしい
クリスマス料理を学ぶ

�１１月２８日㈭９：２０～１３：００ �市内に在住・在勤
�４００円 �２０人 �１１月２０日㈬までに往復はが
きまたはメール（�s７２３０００＠city.ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

星の教室～黄道１２星座や冬の１等星の学
習とオリジナル星座早見盤づくり～
こうどう

黄道１２星座とその物語や冬の１等星の探し方などを学び、自分だ
けの星座早見盤を作る

�１１月３０日㈯１０：００～１１：３０ �市内に在住の小学
４～６年生 �７００円 �３０人 �１１月２１日㈭まで
に往復はがきまたはメール（�s７２３０００＠city.
ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

和小物作り～縁起物七宝まりを飾ろう～
つるしびなの細工物の一つ、福を招く七宝まりの作り方を学ぶ

�１２月３～１７日の毎週㈫９：３０～１２：００（全３回） �
市内に在住・在勤 �２，０００円 �２０人 �１１月
２０日㈬までに往復はがきまたはメール（�s７２３０００
＠city.ageo.lg.jp）で

平方公民館 〒３６２-００５９ 平方９０５-１ �７２６-３４４６・�７２６-３９９１

はじめての仏像彫刻～地蔵面を彫る～
仏像彫刻の基礎を習い、威厳と優しさにあふれた地蔵面を木曽
檜の角材に彫る

�１１月２０日～１２月１１日の毎週㈬１３：３０～１５：３０（全４
回） �市内に在住・在勤 �１，０００円 �１０人
�１１月１２日㈫までに往復はがきまたはメール（�
s７２３２００＠city.ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

秋のコンサート～ジャズ＆ボサノバ～
ジャズの躍動的で独特なリズムとボサノバの洗練された新しい
ハーモニーが奏でる生の演奏を楽しむ

�１１月２２日㈮１４：００～１５：３０（開場／１３：３０～） �
市内に在住・在勤・在学 �１００人（先着順） ※
当日、直接会場へ。

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

人権講座「人権週間を前に私の人権感覚
を養う～音楽の歴史よもやま話から～」
さまざまな音楽の話を通して人権について考える

�１１月２９日㈮１４：００～１５：３０ �市内に在住・在
勤・在学 �５０人（先着順） ※当日、直接会場へ。

原市公民館 〒３６２-００２１ 原市３４９９ �７２１-４９４８・�７２１-４９４６

おもしろ楽器～スティールパン～
（ワークショップ＆ミニコンサート）
ドレミの出るドラム缶太鼓「スティールパン」を体験してみませ
んか

�１１月３０日㈯１３：００～１４：３０ �市内に在住の小学
生 �２０人 �１１月２０日㈬までに往復はがきまた
はメール（�s７２３３００＠city.ageo.lg.jp）で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

おもしろ楽器
～スティールパンのミニコンサート～
ドレミの出るドラム缶太鼓「スティールパン」を聞きに来ませんか

�１１月３０日㈯１４：００～１４：３０ �市内に在住・在
勤・在学 �５０人（先着順） �１１月１日㈮から電
話で

………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………

快適な収納～片付け術～
物があふれがちなこの頃、上手な収納や片付けの方法を知って
快適な生活を送る

�１２月２日㈪１０：００～１２：００ �市内に在住・在勤
�３０人 �１１月２２日㈮までに往復はがきまたは
メール（�s７２３３００＠city.ageo.lg.jp）で

応募者多数の場合は抽選です。講座名、住所、氏名（ふりがな）、
電話番号、年齢、学校名・学年（小・中学生）を記入の上、申込日
まで（必着）に各公民館へ ※往復はがきの場合は、１人（組）１枚に
記入してください。１１�１２月
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